
復興について
2026年 大熊C班



大熊C班測定結果

サンプル 放射能濃度

30㎝土壌 87369.01±977.52 Bq/kg

ウメモドキ(枯葉) 1857.78±211.58 Bq/kg

ウメモドキ(葉) 505.63±59.90 Bq/kg

ウメモドキ(実) 684.86±58.18 Bq/kg



情報の伝達には、双方の役割がある

伝える側
正確な情報を伝える

・事実を確認する
・わかりやすく伝える

受け取る側
正しく理解する
・情報を確認して受け取る
・自分の解釈だけで理解しない

どちらか一方でも欠けると、解釈が変わり「誤った情報」として伝わる可能性がある

正確に伝える×正しく理解する＝正しい情報伝達
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それぞれが考えるビジョンが違う！

捉え方の相違

復興と
は？



C班が考える復興の定義

復旧 復興 振興



C班が考える復興の定義

復旧 復興 振興

・除染、廃炉作業が終了 ・人口が原発建設前に回復 ・めちゃめちゃ栄える都市に
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C班のビジョン

除染作業が終わってからも

経済的に自立する大熊町



持続可能性
・人口
→震災前の大熊町の総人口の4割以上が原発関連産業によって上
乗せされていた

現在の原発関連産業（除染・廃炉作業）が完了した場合、大熊
町の人口は著しく減少、経済は衰退
復旧→復興は難しい
→原発パワーで栄えていた大熊町を持続させる必要はあるのか？
→持続させるにはどうすればいい？







大熊C班のまとめ

試料採取・測定 → 自然科学的知識

交流 → 正しい情報伝達が重要

中貯 → C班が考える復興のビジョン

町内散策 → 持続可能な大熊町へのヒント

対話 → 消滅・移民・変革



ご清聴ありがとうございました
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